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下
期
も
電
子
材
料
部
門
で
は

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
向
け
が
客
先
の

稼
働
低
迷
で
収
益
回
復
は
期
待

し
づ
ら
い
が
、
半
導
体
材
料
は

引
き
続
き
収
益
改
善
が
続
く
見

込
み
。
ま
た
合
成
ゴ
ム
は
原
料

安
に
よ
る
収
益
の
好
転
が
見
込

ま
れ
、
通
期
の
連
結
営
業
利
益

は
前
期
比
７
％
減
へ
。

  

Ｅ
Ｕ
Ｖ
用
レ
ジ
ス
ト
倍
増
へ

　

今
上
期
の
Ａ
ｒ
Ｆ
用
レ
ジ
ス

ト
の
売
上
げ
は
前
年
同
期
比
５

％
増
だ
っ
た
が
、
第
２
四
半
期

だ
け
み
る
と
前
四
半
期
比
20
％

増
と
順
調
に
回
復
し
て
い
る
。

ま
た
回
路
線
幅
が
７
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
の
最
先
端
半
導
体
チ
ッ
プ

の
量
産
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で

Ｅ
Ｕ
Ｖ
用
レ
ジ
ス
ト
の
通
期
売

上
げ
は
前
期
推
定
比
倍
増
の
20

億
円
程
度
に
拡
大
す
る
見
込
み
。

時
価
１
９
９
３
円
（
福
永
幸
彦
）

０
０
人
か
ら
２
０
０
０
人
へ
拡

充
し
、
２
０
２
２
年
度
に
稼
ぎ

頭
で
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
売
上
高
を

３
兆
５
０
０
０
億
円
（
今
期
計

画
比
10
％
増
）、
営
業
利
益
率
を

10
％
（
今
期
計
画
：
８
％
）
に

高
め
る
方
針
。

国
内
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が
好
調

　

足
元
で
は
業
務
等
の
効
率
化

ニ
ー
ズ
を
背
景
に
国
内
で
Ｉ
Ｔ

投
資
が
活
発
化
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
国
内
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
等

が
好
調
な
こ
と
か
ら
今
20
年
３

月
期
の
営
業
利
益
見
通
し
を
従

来
の
小
幅
減
益
予
想
か
ら
一
転

し
て
前
期
比
23
％
増
の
１
６
０

０
億
円
へ
上
方
修
正
し
た
。
来

期
も
Ｄ
Ｘ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
分
野

の
拡
大
に
よ
り
増
益
基
調
が
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

時
価
９
７
４
０
円
（
大
牧
実
慶
）

け
福
利
厚
生
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど
新
規
ル

ー
ト
の
増
加
で
回
復
が
見
込
ま

れ
る
。
今
期
通
期
の
営
業
利
益

は
前
期
比
18
％
増
の
90
・
０
億

円
、
来
期
の
営
業
利
益
は
今
期

予
想
比
10
％
増
の
98
・
７
億
円

が
予
想
さ
れ
る
。

  

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

　

今
期
か
ら
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
、
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
を
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
ワ
ン

独
自
の
ポ
イ
ン
ト
「
ベ
ネ
・
ウ

ォ
レ
ッ
ト
」
で
付
与
す
る
。「
ベ

ネ
・
ウ
ォ
レ
ッ
ト
」
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
企
業
と

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
ワ
ン
の
間
の

事
務
作
業
を
削
減
で
き
る
ほ
か
、

将
来
的
に
は
同
社
サ
ー
ビ
ス
以

外
の
決
済
に
も
適
用
し
取
引
額

の
拡
大
を
目
論
ん
で
い
る
。

時
価
２
２
１
７
円
（
入
沢　

健
）

で
、
従
業
員
を
使
っ
た
ク
ル
マ

の
手
配
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
顧
客
の

利
便
性
は
高
い
。

    

連
結
営
業
益
２
５
０
億
円

　

前
10
月
期
の
連
結
営
業
利
益

は
買
収
し
た
海
外
駐
車
場
事
業

の
構
造
改
革
費
用
の
増
加
は
あ

っ
た
も
の
の
、
国
内
駐
車
場
事

業
や
カ
ー
シ
ェ
ア
な
ど
モ
ビ
リ

テ
ィ
事
業
が
期
初
想
定
以
上
に

順
調
で
、
会
社
側
計
画
の
前
期

比
微
増
の
２
２
６
億
円
で
着
地

し
た
も
よ
う
。

　

今
20
年
10
月
期
の
連
結
営
業

利
益
は
、
カ
ー
シ
ェ
ア
事
業
の

拡
大
に
加
え
、
海
外
駐
車
場
事

業
の
一
過
性
の
費
用
が
は
く
落

す
る
こ
と
も
あ
り
、
前
期
推
定

比
10
％
増
の
２
５
０
億
円
が
見

込
ま
れ
る
。

時
価
２
５
０
５
円
（
下
川
寿
幸
）

　

タ
イ
ヤ
用
合
成
ゴ
ム
と
半
導
体
・

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
材
料
の
世
界
大
手
で

バ
イ
オ
医
薬
品
製
造
受
託
事
業
等
を

中
心
と
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
部

門
を
育
成
・
強
化
中
。

　

官
公
庁
・
企
業
向
け
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
大
手
。
収
益
力
を
高
め
る
た
め
に

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
サ
ー
ビ
ス
分
野

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

企
業
の
従
業
員
向
け
福
利
厚
生
サ

ー
ビ
ス
代
行
が
主
力
。
宿
泊
や
健
康

診
断
な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
人
材
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
。

　

地
主
か
ら
遊
休
地
な
ど
を
借
り
て

運
営
す
る
時
間
貸
し
駐
車
場
「
タ
イ

ム
ズ
」
と
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
で
国
内
ト
ッ
プ
。

 　
半
導
体
材
料
が
好
調

　

２
０
１
９
年
度
上
期
の
営
業

利
益
は
前
年
同
期
比
15
％
減
だ

っ
た
。
電
子
材
料
部
門
の
営
業

益
が
半
導
体
材
料
需
要
が
前
第

４
四
半
期
を
底
に
回
復
し
同
２

％
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
部
門
の
営
業
益
は

バ
イ
オ
医
薬
品
製
造
受
託
事
業

の
人
員
増
強
に
よ
る
生
産
体
制

の
拡
充
で
同
約
５
倍
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
合
成
ゴ
ム
部
門
の
営

業
損
益
が
ゴ
ム
市
況
悪
化
か
ら

前
年
同
期
の
47
億
円
の
黒
字
か

ら
３
億
円
の
赤
字
に
転
落
し
た

こ
と
な
ど
が
足
を
引
っ
張
っ
た
。

 

Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
Ｄ
Ｘ
企
業
へ

　

す
で
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
事
業
を
売
却
す
る
な
ど
経
営

の
軸
足
を
ハ
ー
ド
か
ら
サ
ー
ビ

ス
中
心
へ
移
行
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ

企
業
か
ら
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
な
ど
を
活
用
し
て
業

務
プ
ロ
セ
ス
や
世
界
を
変
革
す

る
Ｄ
Ｘ
企
業
へ
転
換
を
図
る
こ

と
で
収
益
力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。
来
年
１
月
に
は
Ｄ
Ｘ

の
提
案
か
ら
企
画
・
構
築
・
運

用
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
新
会
社
を
設
立
す
る
ほ
か
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
現
在
の
５

  

福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
が
伸
長

　

今
３
月
期
中
間
期
の
売
上
高

は
個
人
向
け
福
利
厚
生
プ
ラ
ン

が
低
調
だ
っ
た
も
の
の
、
人
手

不
足
や
働
き
方
改
革
か
ら
企
業

向
け
福
利
厚
生
プ
ラ
ン
（
前
年

同
期
比
９
％
増
）
や
健
康
診
断

サ
ー
ビ
ス
（
前
年
同
期
比
16
％

増
）
な
ど
そ
の
他
の
全
部
門
が

伸
び
、
営
業
利
益
も
前
年
同
期

比
13
％
増
の
37
・
６
億
円
と
な

っ
た
。
今
後
も
企
業
向
け
サ
ー

ビ
ス
は
福
利
厚
生
プ
ラ
ン
の
順

調
な
拡
大
に
加
え
て
高
成
長
の

健
康
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
貢
献
し

高
成
長
が
続
く
ほ
か
、
個
人
向

   「
タ
イ
ム
ズ
カ
ー
」
を
開
始

　

今
年
１
月
か
ら
時
間
貸
し
駐

車
場
の
一
角
で
行
っ
て
い
た
カ

ー
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

カ
ー
ド
情
報
を
読
み
取
る
こ
と

で
ド
ア
の
開
施
錠
を
行
う
車
載

器
を
搭
載
し
た
レ
ン
タ
カ
ー
の

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
「
タ

イ
ム
ズ
カ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
車
載
器
を
搭
載
し
た
レ
ン

タ
カ
ー
台
数
は
、
今
年
10
月
末

に
１
年
前
に
比
べ
55
％
増
の
３

万
６
５
０
０
台
と
な
っ
た
も
よ

う
。
タ
イ
ム
ズ
カ
ー
は
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
で
24
時
間
体
制
で
利

用
で
き
、
選
べ
る
車
種
が
豊
富

う
し
、
中
国
側
も
米
国
と
の
貿

易
交
渉
を
早
く
ま
と
め
経
済
の

下
支
え
策
を
採
り
た
い
は
ず
だ
。

そ
う
な
れ
ば
、
今
回
の
日
本
企

業
の
中
間
決
算
で
は
業
績
を
下

方
修
正
す
る
企
業
が
目
立
っ
た

が
、
下
期
の
業
績
回
復
期
待
の

「
理
想
買
い
」
か
ら
、
来
春
の
本

決
算
時
に
は
「
現
実
買
い
」
と

な
る
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

５
つ
の
波

　

日
本
電
産
の
永
守

会
長
は
決
算
説
明
会

で
、「
脱
炭
素
、
省

電
力
化
、
ロ
ボ
ッ
ト

化
、
物
流
革
命
、
そ

れ
ら
全
て
に
関
わ
る

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の

爆
発
の
波
と
い
う
5

つ
の
波
が
来
て
い
る

な
か
で
、
業
績
に
関

わ
ら
ず
投
資
を
怠
ら

な
い
」
と
強
調
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
潮

流
の
変
化
は
、
濃
淡

は
あ
っ
て
も
広
い
業

種
に
関
連
し
て
く
る

も
の
で
、
企
業
に
と

っ
て
は
い
か
に
成
長

戦
略
に
取
り
込
ん
で

い
く
か
が
問
わ
れ
て

く
る
。

　

牽
引
役

　

こ
う
し
た
技
術
革

新
時
代
の
銘
柄
選
び

の
切
り
口
と
し
て

は
、
営
業
利
益
率
や

Ｒ
Ｏ
Ｅ
に
着
目
し
た

手
法
が
有
効
だ
ろ

う
。
特
に
も
の
づ
く
り
の
製
造

業
に
お
い
て
営
業
利
益
率
が
高

い
企
業
は
競
争
力
が
高
く
、
儲

け
る
「
型
」
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
高
い
企
業
は
、

株
主
が
要
求
す
る
資
本
コ
ス
ト

を
十
分
賄
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
企
業
群
は
業
績
回
復
の
感
応

度
も
高
く
、
上
昇
相
場
の
牽
引

役
を
果
た
す
と
見
て
い
る
。

　
（
11
月
19
日
記　

廣
瀬
千
春
）

　

10
月
の
米
中
貿
易
協
議
で
の

「
部
分
合
意
」見
通
し
を
受
け
て
、

世
界
的
株
高
が
再
燃
し
、
米
国

株
は
史
上
最
高
値
を
更
新
し
て

い
る
。
日
本
株
も
先
行
き
の
回

復
期
待
か
ら
堅
調
な
相
場
展
開

が
続
い
て
い
る
。

　

資
金
流
入

　

12
月
は
、
11
日
の

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
、
12
日
の

英
総
選
挙
、
15
日
の

米
中
貿
易
協
議
期
限

な
ど
中
旬
に
重
要
な

イ
ベ
ン
ト
が
集
中
す

る
。
た
だ
し
、
こ
う

し
た
不
透
明
材
料
に

対
す
る
懸
念
は
後
退

し
て
い
る
。
米
10
年

債
利
回
り
は
２
％
、

ド
ル
円
相
場
は

1
1
0
円
の
節
目
の

手
前
で
も
み
合
っ
て

安
定
し
て
い
る
。
つ

れ
て
株
式
市
場
へ
の

資
金
流
入
が
続
い
て

い
る
。
年
初
来
売
り

越
し
て
い
た
海
外
投

資
家
は
10
月
末
に
累

計
で
買
い
越
し
に
転

じ
て
い
る
。
日
本
株

は
8
月
底
値
か
ら
の

出
直
り
の
日
柄
も
浅

く
「
初
押
し
は
買
い
」

で
、
下
げ
れ
ば
買
い

向
か
う
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
と
見
て
い
る
。

　

来
春
は
「
現
実
買
い
」
に

　

そ
う
考
え
る
背
景
に
は
、
今

後
米
中
が
と
も
に
景
気
浮
揚
へ

の
方
向
に
舵
を
切
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
と
っ
て
は
対

中
国
強
硬
派
票
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
景
気
刺
激
で
支
持
率
ア

ッ
プ
を
狙
い
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ

2019年 12月号

【業績】	  売上	  営業益	  税前益	   利益	１株益	（配当）
連 19.3	 496,746 	   43,030	   44,176	   31,116	  140.6 	 60.0 
連 20.3 予	 483,000 	   40,000	   40,000	   28,000	  130.4 	 60.0 
連 21.3 予	 493,000 	   44,000	   44,000	   30,000	  139.7 	 60.0 

【業績】	   売上	  営業益	  税前益	 利益	 １株益	（配当）
連 19.3　　 3,952,437	  130,227	  161,785  104,562	  512.5 	 150.0 
連 20.3 予	 3,800,000   160,000	 180,000  125,000	  616.7 	 160.0 
連 21.3 予	 3,800,000   185,000	 205,000  140,000	  690.7 	 160.0 

【業績】	 売上	  営業益	  経常益	 利益	 １株益	（配当）
連 19.3	 34,461 	 　 7,641	 　7,707	 5,176	 32.0 	 25.0 
連 20.3 予	 39,200 	 　 9,000	 　9,050	 6,100	 37.8 	 25.0 
連 21.3 予	 43,600 	 　 9,870	 　9,920	 6,690	 41.4 	 25.0 

【業績】	   売上  営業益	 経常益	  利益	 １株益	（配当）
連 18.10	 298,517 	 22,539	 22,532	 13,851	 91.9 	 70.0 
連 19.10 推	 320,000 	 22,600	 23,000	 12,800	 82.7 	 70.0 
連 20.10 予	 350,000 	 25,000	 25,000	 15,500	 102.8 	 70.0 

（令和元年）

12
月
の
参
考
銘
柄

 資本金 66 億 9570 万円
 純財産額６1 ５億 3028 万円

 自己資本規制比率 816 .9％
（2019年 9月末）　

（２０１9年3月末）　
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本
号
で
は
、
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
す
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
ワ
ン
、
先
端
半
導
体
向
け
レ
ジ
ス

ト
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
Ｊ
Ｓ
Ｒ
、
時
間
貸
し
駐
車
場
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
国
内
ト
ッ
プ
の
パ

ー
ク
24
、
Ｄ
Ｘ
分
野
を
強
化
し
収
益
力
の
向
上
を
図
る
富
士
通
を
紹
介
し
た
。（
株
価
は
11
月
18
日
終

値
。
業
績
の
単
位
は
１
０
０
万
円
。
１
株
益
、
配
当
は
円
。
単
は
単
独
、
連
は
連
結
決
算
）

相
場　

　

展
望

出直り相場の「初押しは買い」
技術革新時代の銘柄選び

SA
MP
LE
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（個別ベース）

（億円） ＜建設大手4社合計の受注残高＞

（ ２ ）立　　　花　　　月　　　報2019年 12月号（令和元年）

Ｉ
Ｔ
系
人
材
の
ニ
ー
ズ
高
い

　

国
内
労
働
市
場
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー

で
減
産
の
動
き
が
あ
り
、
一
部

で
需
給
が
緩
和
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
お
お
む
ね
需
給
ひ
っ
迫

が
続
い
て
い
る
。
良
好
な
市
場

環
境
を
受
け
、
人
材
関
連
サ
ー

ビ
ス
は
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｄ（
２
１
４
６
）

な
ど
製
造
派
遣
が
業
績
を
落
と

し
て
い
る
が
そ
の
他
の
人
材
派

遣
や
人
材
紹
介
、
求
人
サ
イ
ト

な
ど
幅
広
い
企
業
の
業
績
が
伸

長
し
て
い
る
。

　

特
に
Ｉ
Ｔ
系
人
材
に
つ
い
て

は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、自
動
運
転
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
な
ど
の
分

容
量
増
加
な
ど
か
ら
搭
載
金
額

が
１
割
程
度
増
え
る
見
込
み
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
（
６
７
６
２
）
は
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
第
２
四

半
期
は
ス
マ
ホ
向
け
な
ど
に
前

四
半
期
比
で
大
幅
に
増
加
、
来

期
も
堅
調
な
引
き
合
い
に
対
応

す
る
た
め
生
産
能
力
を
10
％
増

や
す
方
針
だ
。
太
陽
誘
電
（
６

９
７
６
）
は
主
力
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ

が
７
～
９
月
は
前
月
比
で
受
注

が
増
加
す
る
な
ど
引
き
合
い
が

回
復
し
て
い
る
。
中
期
的
に
は

５
Ｇ
基
地
局
や
車
載
向
け
に
大

型
品
需
要
の
増
加
を
見
込
み
建

屋
を
含
め
た
増
強
を
継
続
し
年

率
10
％
超
で
生
産
能
力
を
し
て

い
く
方
針
。
こ
の
ほ
か
、
５
Ｇ

向
け
計
測
器
の
需
要
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
ア
ン
リ
ツ
（
６
７
５

４
）
な
ど
に
も
注
目
し
た
い
。

　
（
福
永
幸
彦
）

結
営
業
利
益
は
そ
れ
ぞ
れ
前
年

同
期
比
で
２
ケ
タ
増
益
と
な
っ

た
。
設
計
変
更
工
事
の
獲
得
が

利
益
押
し
上
げ
に
つ
な
が
っ
た

た
め
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
活
用
に
よ
る
生
産
性

の
改
善
も
プ
ラ
ス
に
働
い
た
。

下
期
も
良
好
な
事
業
環
境
が
続

こ
う
。
期
末
に
竣
工
を
迎
え
る

工
事
が
豊
富
で
、
設
計
変
更
工

事
の
獲
得
が
続
く
ほ
か
、
予
備

費
の
利
益
化
も
期
待
さ
れ
る
。

　

来
期
業
績
も
底
堅
く
推
移
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
建
設

各
社
は
、
将
来
の
労
働
力
不
足

を
除
く
５
社
が
前
年
同
期
比
で

２
ケ
タ
の
営
業
減
益
と
な
っ

た
。
し
か
し
四
半
期
ベ
ー
ス
の

収
益
は
前
第
４
四
半
期
を
底
と

し
て
在
庫
調
整
進
展
や
ク
リ
ス

マ
ス
商
戦
用
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
向
け
の
作
り
込

み
需
要
も
あ
り
改
善
に
向
か
っ

て
い
る
。
加
え
て
ア
ッ
プ
ル
は

新
型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
３
機
種

の
生
産
を
19
年
末
ま
で
に
当
初

計
画
か
ら
約
１
割
増
と
な
る
８

　

エ
レ
キ
材
料
に
注
目

　

化
学
大
手
８
社
の
上
期
の
事

業
環
境
は
前
年
秋
頃
ま
で
良
好

だ
っ
た
石
化
市
況
が
米
中
貿
易

摩
擦
に
よ
る
景
況
感
の
悪
化
か

ら
下
落
し
た
こ
と
で
、
石
化
事

業
の
利
幅
縮
小
に
よ
り
信
越
化

学
、
宇
部
興
産
を
除
く
６
社
が

前
年
同
期
比
営
業
減
益
と
な
る

な
ど
厳
し
い
展
開
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
下
期
も
石
化
市
況
の

顕
著
な
改
善
は
期
待
で
き
な
い

が
中
国
で
は
川
下
で
あ
る
エ
ア

コ
ン
な
ど
の
家
電
製
品
の
在
庫

調
整
が
進
展
中
で
、
来
期
以
降

の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方

　

設
計
変
更
工
事
が
寄
与

　

主
要
建
設
会
社
の
今
期
連
結

営
業
利
益
見
通
し
は
、
大
成
建

設
（
１
８
０
１
）
や
鹿
島
（
１

８
１
２
）、
前
田
建
設
（
１
８

２
４
）
が
期
初
計
画
に
比
べ
そ

れ
ぞ
れ
50
億
円
、
25
億
円
、
7

億
円
増
額
修
正
さ
れ
た
。
ま
た

大
林
組
（
１
８
０
２
）
や
清
水

建
設
（
１
８
０
３
）、
五
洋
建

設
（
１
８
９
３
）
は
期
初
計
画

を
据
え
置
い
た
が
、
上
期
の
連

　

５
Ｇ
の
本
格
始
動
に
商
機

　

大
手
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
６

社
の
上
期
の
事
業
環
境
は
前
年

度
下
期
か
ら
顕
在
化
し
た
米
中

貿
易
摩
擦
に
よ
る
中
国
景
気
減

速
な
ど
か
ら
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

の
過
剰
在
庫
の
あ
お
り
を
受
け

て
、
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
も
在

庫
調
整
を
し
た
結
果
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ

野
で
の
ニ
ー
ズ
の
拡
大
で
不
足

感
が
強
く
、
技
術
者
派
遣
で
Ｉ

Ｔ
技
術
者
の
比
率
が
高
い
テ
ク

ノ
プ
ロ
Ｈ
Ｄ
（
６
０
２
８
）
や

W
E
B
で
Ｉ
Ｔ
人
材
の
紹
介

を
行
っ
て
い
る
ア
ト
ラ
エ
（
６

１
９
４
）、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

Ｉ
Ｔ
系
人
材
を
企
業
と
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
い
る
ギ
ー
ク
ス
（
７

０
６
０
）
な
ど
が
業
績
を
伸
ば

し
て
い
る
。

　

ま
た
人
材
サ
ー
ビ
ス
の
国
内

最
大
手
で
あ
る
リ
ク
ル
ー
ト
Ｈ

Ｄ
（
６
０
９
８
）
は
求
人
情
報

検
索
サ
イ
ト
I
n
d
e
e
d

が
米
国
を
中
心
に
英
国
、
ド
イ

ツ
、
日
本
な
ど
先
進
国
で
拡
大

し
て
お
り
、
世
界
的
な
大
手
人

材
企
業
と
し
て
の
地
位
を
固
め

つ
つ
あ
る
。　
　
（
入
沢　

健
）

中
国
需
要
減
速
な
ど
で
苦
戦

　

電
機
大
手
の
2
0
1
9
年

４
～
９
月
期
（
上
期
）
の
連
結

決
算
は
８
社
中
５
社
が
営
業
減

益
と
な
り
総
じ
て
厳
し
か
っ

た
。
米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
る
中

国
景
気
鈍
化
の
影
響
で
、
自
動

に
備
え
、
ド
ロ
ー
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
機
を
駆
使
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

の
導
入
を
進
め
て
い
る
た
め
、

生
産
性
の
改
善
が
続
く
と
予
想

さ
れ
る
。
採
算
の
良
い
設
計
施

工
案
件
の
受
注
活
動
に
注
力
し

て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
豊

富
な
手
持
ち
工
事
の
消
化
も
寄

与
し
よ
う
。

（
島
田
嘉
一
）

０
０
０
万
台
に
積
み
増
し
た
模

様
で
ス
マ
ホ
向
け
部
品
や
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
。
た
だ
、
電
子
部

品
メ
ー
カ
ー
が
注
力
中
の
車
載

用
途
は
期
初
に
は
上
期
中
に
も

在
庫
調
整
が
終
了
す
る
と
の
見

方
だ
っ
た
が
、
中
国
市
場
で
の

自
動
車
販
売
減
速
な
ど
か
ら
代

理
店
向
け
を
中
心
と
し
て
過
剰

在
庫
の
解
消
時
期
を
来
年
春
頃

ま
で
に
先
延
ば
し
す
る
メ
ー
カ

ー
が
目
立
っ
て
い
る
。
今
期
の

車
載
向
け
は
踊
り
場
と
な
る
可

能
性
が
高
い
も
の
の
、
中
長
期

で
は
自
動
車
の
電
装
化
進
展
で

引
き
続
き
電
子
部
品
需
要
を
け

ん
引
し
て
い
く
見
通
し
。

　

ま
た
、今
後
は
韓
国
や
米
国
、

中
国
で
立
ち
上
が
っ
た
次
世
代

高
速
通
信
５
Ｇ
向
け
部
品
の
需

要
は
現
在
の
基
地
局
向
け
中
心

か
ら
来
期
は
ス
マ
ホ
向
け
な
ど

も
加
わ
り
大
幅
に
増
え
る
見
通

し
。
村
田
製
作
所（
６
９
８
１
）

は
モ
ジ
ュ
ー
ル
品
の
第
２
四
半

期
売
上
高
が
ハ
イ
エ
ン
ド
ス
マ

ホ
向
け
な
ど
に
伸
張
し
前
四
半

期
比
４
割
増
収
だ
っ
た
。
主
力

の
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン

サ
ー
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
は
今
後
ミ

リ
波
対
応
５
Ｇ
端
末
で
は
搭
載

で
今
後
は
次
世
代
通
信
規
格
５

Ｇ
向
け
に
新
規
基
板
材
料
や
半

導
体
材
料
が
伸
び
て
い
く
見
込

み
。住
友
化
学（
４
０
０
５
）は
、

基
板
材
料
と
し
て
液
晶
ポ
リ
マ

ー
の
品
揃
え
を
拡
充
中
。
最
先

端
半
導
体
向
け
に
Ｅ
Ｕ
Ｖ
向
け

レ
ジ
ス
ト
を
供
給
し
て
い
る
信

越
化
学
（
４
０
６
３
）
や
Ｊ
Ｓ

Ｒ
（
４
１
８
５
）
な
ど
に
も
注

目
し
た
い
。　
　
（
福
永
幸
彦
）

新
薬
群
が
業
績
を
牽
引　

　

主
要
大
手
製
薬
の
業
績
は
各

社
と
も
新
薬
が
牽
引
し
て
い

る
。
特
に
第
一
三
共
（
４
５
６

８
）
は
国
内
外
で
の
主
力
品
の

新
技
術
が
回
復

を
け
ん
引
へ

国
内
市
場を深

堀

期
待
さ
れ
る

新
規
成
長
領
域

電

子

部

品

建

設

サ

ー

ビ

ス

医

薬

品

化

学

電
気
機
器

建
設

化
学

サ
ー
ビ
ス

医
薬
品

／／

／／

“ 業 績 底 入 れ ” が み え て き た 日 本 企 業
成 長 分 野 に 注 力し 「 稼ぐ力 」 を 強 化

中間決算特集

　

上
場
企
業
の
４
～
９
月
期
純
利
益
は
13
・
６
％
減
と
な
り
、
通
期
予
想
も
６
・

８
％
減
と
２
期
連
続
で
減
益
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
通
期
予
想
を
下
方
修
正
す
る

企
業
が
相
次
い
だ
が
、
国
内
景
気
の
底
堅
さ
や
半
導
体
産
業
の
反
発
な
ど
を
考
慮

す
る
と
今
後
の
底
入
れ
が
期
待
で
き
る
。
日
本
企
業
は
自
社
の
強
み
を
磨
き
な
が

ら
成
長
分
野
を
開
拓
し
、
稼
ぐ
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

中
国
発
で
鋼
材
市
況
悪
化

　

日
本
製
鉄
（
５
４
０
１
）

を
初
め
と
し
た
高
炉
各
社
の

業
績
は
、
イ
ン
ド
や
ト
ル
コ
、

ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
に
流
入
し
て
い
る
鋼
材
の

増
加
か
ら
海
外
鋼
材
市
況
が

低
迷
し
て
い
る
一
方
で
、
中

国
高
炉
メ
ー
カ
ー
が
堅
調
な

国
内
イ
ン
フ
ラ
需
要
を
背
景

に
鉄
鋼
石
の
調
達
を
増
や
し

原
料
価
格
が
上
昇
し
て
い
る

こ
と
か
ら
製
鋼
マ
ー
ジ
ン
が

縮
小
し
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
堅
調
だ
っ
た
国
内
建
設

向
け
鋼
材
需
要
も
頭
打
ち
で

下
期
以
降
更
な
る
業
績
悪
化

が
見
込
ま
れ
る
。

　

非
鉄
製
錬
メ
ー
カ
ー
は

「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
問
題

で
ア
ル
ミ
缶
材
の
売
り
上
げ

が
増
加
し
て
い
る
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

（
５
７
４
１
）
や
、
国
内
廃

棄
物
処
理
な
ど
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
が
堅
調
な
Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ａ
Ｈ
Ｄ
（
５
７
１
４
）
な
ど

一
部
を
除
き
、
銅
や
亜
鉛
、

鉛
な
ど
非
鉄
金
属
価
格
の
低

迷
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自

動
車
の
販
売
減
の
影
響
か
ら

電
子
部
品
向
け
素
材
や
超
硬

工
具
な
ど
の
在
庫
調
整
が
長

引
い
て
お
り
業
績
回
復
の
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ

る
。

（
入
沢　

健
）

資
源
価
格

　

下
落
が
響
く

鉄

鋼
・
非

鉄

商

社

鉄
鋼
・
非
鉄

商
社

上
期
の
連
結
純
利
益
は
前
年

同
期
比
８
・
０
％
減
と
な
っ

た
。
石
炭
や
銅
な
ど
の
資
源

価
格
下
落
の
影
響
を
受
け
た

が
、
伊
藤
忠
商
事
や
三
井
物

産
は
増
益
を
確
保
し
た
。

　

伊
藤
忠
商
事
（
８
０
０
１
）

の
今
上
期
の
連
結
純
利
益
は

前
年
同
期
比
12
・
１
％
増
だ

っ
た
。
石
炭
や
銅
な
ど
資
源

事
業
の
割
合
が
他
の
商
社
よ

り
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
鉄

鉱
石
価
格
の
上
昇
で
金
属
事

業
が
伸
び
た
。
今
期
通
期
で

は
住
生
活
事
業
の
拡
大
等
で

前
期
比
０
・
１
％
減
の
５
０

０
０
億
円
と
高
い
利
益
水
準

を
見
込
む
。
三
井
物
産
（
８

０
３
１
）
の
今
上
期
の
連
結

純
利
益
は
豪
州
鉄
鉱
石
事
業

の
好
調
を
受
け
、
前
年
同
期

比
５
・
１
％
増
だ
っ
た
。
今

期
通
期
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

の
伸
長
等
で
前
期
比
８
・
６

％
増
の
４
５
０
０
億
円
と
過

去
最
高
益
を
更
新
へ
。　
　

（
小
瀬
良
啓
一
）

　

鉄
鉱
石
権
益
で
明
暗

　

総
合
商
社
７
社
合
計
の
今

／／

車
や
半
導
体
、
Ｆ
Ａ
な
ど
主
要

市
場
が
軒
並
み
減
速
し
た
う

え
、
為
替
の
円
高
も
響
い
た
。

三
菱
電
機
の
上
期
営
業
利
益
は

Ｆ
Ａ
機
器
な
ど
が
低
調
で
前
年

同
期
比
９
％
減
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
は
モ
ー
タ
ー
や
実
装
機
な
ど

が
振
る
わ
ず
同
28
％
減
と
な
っ

た
。
東
芝
は
構
造
改
革
効
果
に

よ
り
営
業
増
益
を
確
保
し
た

が
、
当
期
損
益
は
持
分
法
適
用

会
社
キ
オ
ク
シ
ア
（
旧
東
芝
メ

モ
リ
）
の
損
失
拡
大
等
で
大
幅

赤
字
に
転
じ
た
。

　

一
方
、ソ
ニ
ー
（
６
７
５
８
）

は
ス
マ
ホ
用
カ
メ
ラ
の
多
眼
化

を
受
け
稼
ぎ
頭
の
イ
メ
ー
ジ
セ

ン
サ
ー
が
伸
び
上
期
営
業
利
益

は
17
％
増
の
５
０
９
9
億
円
と

上
期
と
し
て
３
期
連
続
で
過
去

最
高
益
を
更
新
し
、
通
期
の
業

績
予
想
を
上
方
修
正
し
た
。

　

ま
た
情
報
通
信
系
は
国
内
Ｉ

Ｔ
投
資
の
活
発
化
や
構
造
改
革

効
果
で
収
益
力
が
上
向
き
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
（
６
７
０
１
）
の
上
期
営

業
利
益
は
前
年
の
３
倍
超
と
好

転
し
、
富
士
通
（
６
７
０
２
）

は
通
期
の
営
業
利
益
予
想
を
小

幅
減
益
か
ら
一
転
し
て
前
期
比

23
％
増
の
１
６
０
０
億
円
へ
上

方
修
正
し
た
。　
（
大
牧
実
慶
）

電

機

大

手

好
調
に
加
え
て
、
英
Ａ
Ｚ
社
と

の
Ａ
Ｄ
Ｃ（
抗
体
薬
物
複
合
体
）

に
関
す
る
大
型
契
約
で
研
究
開

発
費
が
大
き
く
減
少
し
、
通
期

予
想
連
結
営
業
利
益
は
２
５
０

億
円
増
額
の
１
２
５
０
億
円

（
前
期
比
49
％
増
）
へ
上
方
修

正
さ
れ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｃ
の
開
発
へ

の
期
待
も
大
き
く
、
大
手
製
薬

の
コ
ア
銘
柄
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
エ
ー
ザ
イ
（
４
５
２
３
）

は
一
度
治
験
を
中
止
し
た
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
治
療
薬

を
米
国
申
請
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る

目
途
が
た
ち
評
価
が
一
変
、
業

績
も
今
期
は
特
殊
要
因
で
減
益

を
見
込
む
が
、
主
力
抗
が
ん
剤

の
伸
長
に
よ
り
実
質
の
業
績
は

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
中
堅

製
薬
で
は
肺
高
血
圧
症
治
療
薬

が
好
調
で
、
核
酸
医
薬
の
世
界

展
開
へ
の
期
待
も
大
き
い
日
本

新
薬
（
４
５
１
６
）
に
注
目
し

た
い
。　
　
　
　
（
千
葉
明
弘
）

SA
MP
LE
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＜立花証券ストックハウスのお客様へ＞ 

 

ご注意点 

立花月報は各種の信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではあ

りません。また特定の銘柄の推奨を目的としたものではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願

いいたします。 

立花月報は立花証券での対面取引のお客様用に作成された資料であり、立花証券ストックハウスにおいて売買ができ

ない銘柄を含む場合がございます。 

 

手数料について 

立花証券ストックハウス手数料（税込） 

個別コース上限 ： 現物取引 1,045円 / 信用取引 無料 

定額コース上限 ： 現物取引 88,000円 / 信用取引 無料 

電話注文時の手数料 ： 約定代金×0 .77％（最低5,500円、上限110,000円） 

 

◆ 投資に際してのご留意点等 

弊社取扱商品は、商品・取引・銘柄ごと等に所定の手数料や諸経費をご負担いただく場合があります。 

また、商品・取引・銘柄ごとに価格変動・金利変動・為替変動・発行体の財務状況等による損失リスクがあり、商品・取引

によっては、投資元本を超える損失が生じることがあります。投資に際しては、取扱商品・手数料など各ページの記載事

項や契約締結前交付書面・目論見書等をよくお読みいただき、商品・取引の仕組みやリスクなどを十分にご理解の上、

ご本人の判断と責任においてお取引ください。 

 

お問い合わせ 

立花証券ストックハウスカスタマーサービス 

フリーダイヤル:0120‐66‐3303 

携帯・PHSから:03‐5652‐6221 

平日8:30～17:00(土・日・祝日を除く) 

 

立花証券株式会社（金融商品取引業者） 

関東財務局長（金商）第110号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会 

指定紛争解決機関／苦情・紛争解決機関：特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター(FINMAC)  

http://t-stockhouse.jp/product/
http://t-stockhouse.jp/service/fee.php
https://qa.t-stockhouse.jp/stockhouse?RequestId=W-11-01-01



